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「一号文件」は「意見」から「決定」へ 

胡錦濤政権は、2004 年から７つの「一

号文件」と呼ばれる中央政府の最も重要

な政策指導綱要を打ち出してきたが、こ

れらの「一号文件」のテーマを振り返っ

てみると、すべて「三農問題」（農業・農

民・農村問題）にかかわるものであり、

いずれも「意見」（指導的な政策であり、

必ずしも実行されるものではないと思わ

れる）という形式をとってきた。 

しかし、11 年の「一号文件」である「中

国共産党中央委員会・国務院による水利

改革・発展を加速する決定」（新華社は

11年 1月 29日に全文を報道した）は、「意

見」ではなく、「実施しなくてはいけない」

という強い実行力をもつ「決定」に変更

された。この変更からは、中国共産党と

政府が水利の発展を強力的に推進しよう

とする決意を見て取れる。 

 

低下傾向にある中国の水利建設投資 

11 年の「一号文件」のなかに、11 年か

ら水利建設投資（農地水利整備、川や貯

水池整備など）を拡大するという内容が

盛り込まれているが、ここで水利建設投

資強化の背景とされる近年の中国の水利

建設投資の状況を簡単に見てみよう。 

図表１からは、1997 年から 2010 年ま

での期間において水利建設投資の絶対額

は増加傾向にあり、10 年の投資実績が

2,000 億元（約 2.5 兆円）にも達すると

されている。しかし、中央政府＋地方政

府の財政支出合計に占める水利建設投資

額のシェアをみると、全体的に低下傾向

にあると言える。こうした水利建設投資

のシェア低下が、中国政府が「一号文件」

のテーマを「意見」から「決定」に変更

し、水利建設投資の拡大を決定した背景

とみられる。 
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図表1 中国における水利建設投資の状況

投入総額（左軸）

政府（中央＋地方）歳出に占める投入総額のシェア

（資料） 『中国水利年鑑』、中国水利部の『全国水利発展統計公報』

各年版、CEICデータより作成。

(注） 10年は、投資総額が発表されていないため、予測値である。

11 年からの 10 年間で 4 兆元以上の資

金を水利建設へ投資 

 11 年「一号文件」では、①11 年～20

年の 10 年間で年平均水利建設投資額を

4,000 億元以上（約 5兆円）にすること、

②11年からは政府の毎年の土地譲渡収益

の 10％（0.8 兆円前後）を農地水利建設

へ利用すること、が決定されている。む

ろん、11 年「一号文件」のなかでこうし

た水利建設投資額の増大という内容だけ

ではなく、水利施設の管理体制や水利用

料金などに関する制度整備についても述

べられている。 

このような制度整備を伴い、上記の投

資額を水利建設に投入するならば、農業

生産基盤の改善につながるばかりでなく、

ひいては中国経済の安定かつ持続可能な

発展に貢献するものになるだろう。 
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